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障害をもっている方も 

障害をもっていない方であろうと。 

補助犬と暮らしている方も、 

補助犬を選ばれなかった方も。 

私たちは同じ時代、 

同じ時間を共有しています。 

  

一緒に呼吸し、 

お互いの尊厳を保ちながら

生きていくために。 

  

この会議は、 

自由に話し合い、 

率直な意見を交わすことによって、 

お互いを理解しあう場所です。 

 

この会議に参加さた方々が、 

地球上の離れた場所であっても、 

今後も協働できることが、 

唯一の共に生きる術と、信じています。 

 

People with special needs and people without, 

people who choose to live with assistance dogs 

and people who do not:  

we are all living in the same age  

and sharing the same time. 

  

We breathe the same air  

and must respect each other,  

in order to continue living happily together. 

 

This conference is a place for free speaking  

and the frank exchange of opinions  

to reach deeper understanding  

between people. 

 

 

The participants of this conference  

may have come from different parts of the world,  

but we believe that we can work together  

to find ways of living together. 

ADI ロゴマーク 
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  ●主  催 ：「国際補助犬パートナーズ会議 in ユニバーサルシティ松本」 

     実行委員会 
  

  構成団体： 松本市民、長野県ハーネスの会、松本市障害者自立支援

センター、松本市聴覚障害者福祉協会、松本商工会議所、松本青年会

議所、松本商店街連盟、松本市内旅館組合連合会、松本旅料飲食団

体協議会、日本司厨士会松本支部、日本補助犬研究所、全日本補助

犬パートナーの会＆全日本補助犬育成の会、（福）日本聴導犬協会 
 
 
 

● 後 援 ：厚生労働省、長野県、松本市、DPI日本会議(障害者インターナショナル）  

  (財)日本障害者リハビリテーション協会、(社)全国脊髄損傷者連合会、

独立行政法人福祉・医療機構、(社)全日本難聴者･中途失聴者団体連

合会、全日本盲導犬使用者の会、全国盲導犬施設連合会、(財)人権

教育啓発推進センター、(社)日本医師会、(社)日本青年会議所、(社)日

本獣医師会、(社)日本動物病院福祉協会、(福)兵庫県社会福祉事業

団兵庫県立総合リハビリテーションセンター、(社)聴力障害者情報文化

センター、(社)長野県聴覚障害者協会、長野県視覚障害者福祉協会、

(社)長野県医師会、(社)長野県獣医師会、(社)長野県商工会議所連合

会、長野県身体障害者福祉センター、アシスタント･ドッグ育成普及委

員会、(特)日本ヒューマン･アニマル･ボンド･ソサエティ、 (特)Knots、

(特)日本アシスタンス･ドッグ支援協会、日本愛犬家協会、長野県聴覚

障害者ライブラリー、長野県障害者リハビリテーションセンター、松本市

教育委員会、(社)松本青年会議所 松本市身体障害者自立支援セン

ター、松本市聴覚障害者福祉協会 長野県動物愛護センター･ハロー

アニマル、SBC 信越放送、NBS 長野放送、TSB テレビ信州、ABN 長野

朝日放送、NHK 長野放送局、福祉新聞社、読売新聞社、朝日新聞長

野総局、毎日新聞松本支局、信濃毎日新聞社、日本経済新聞社、市

民タイムス、松本平タウン情報、ＦＭ長野   （敬称略、順不同）                        
 
 
● 協 力 ：松本警察署、松本市交通安全協会、松本電気鉄道株式会社、他
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 ～ 国際補助犬パートナーズ会議に、ご協賛いただいた皆様 ～ 
 

 

松本電気鉄道㈱  

千趣会ゼネラルサービス㈱ 

住友生命保険相互会社 

住友商事㈱ 

グランド･デュークス㈱ 

セイコーエプソン㈱ 

日本オフィスシステム㈱ 

㈱小椋 

伊那ロータリークラブ＆伊那中央ロータリークラブ 

岡野薬品㈱ 

㈱資生堂 

キッセイ薬品工業㈱岐阜営業所 

タカノ㈱ 

伊那バス㈱ 

ペイフォワード・山崎恭子 

中川博司 

日本司厨士会松本支部『松本ぼんぼんチャリティガーデン』 

長野県ハーネスの会・丸山訓代 

児玉真弓 

新経営研究会 

宮下歯科医院・宮下堯人 

松下歯科医院・松下正博 

三崎真由美 

デビフペット㈱ 

飯田歯科医院 

あけぼの歯科医院・小木曽義典 

鵜飼昭二 

藤沢薬品工業㈱ 

㈱八十二銀行 

増田千江子 

鈴木実 

池上康子 

前林美津子 

高谷順子 

石川犬猫病院・石川一成 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

● 物品提供 ● 
 

㈱ナガノトマト 

大塚製薬㈱ 

伊那食品工業㈱ 

日本ヒルズコルゲート㈱ 

デビフペット㈱ 

㈱プランシュール・ジャパン 

千趣会ゼネラルサービス㈱ 

(有)ムッター・ベル 
 

ホテル ブエナビスタ 

日本司厨士会松本支部 

国際ゾンタ松本ゾンタクラブ 

鈴木峯子 

国際ソロプチミスト松本 

松本ロータリークラブ 

松本東ロータリークラブ 

松本南ロータリークラブ 

松本西南ロータリークラブ 

松本空港ロータリークラブ 

松本城ロータリークラブ 

増田写真機店 

㈱ファインライフアシスト 

匿名ご希望の皆様 

(福)日本聴導犬協会 

長野サマライズ・センター 
（敬称略、お申込順） 
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歓迎のごあいさつ 

 

 

 

 

信州・長野県知事 田中 康夫  
 

 

 

 

 

日本列島の背骨に位置し、数多
あ ま た

の水源を擁する信州において、国際補助

犬パートナーズ会議 in ユニバーサル・シティ松本が盛大に開催されますこ

とを心からお祝い申し上げますとともに、全国はもとより、世界各国から

お集まりいただきました皆様に、長野県民を代表して心から歓迎を申し上

げます。 

一人ひとりの相貌
か お

が見え、体温を感じることのできる“ふるさと”であ

り続けたいと願う信州では、向上心あふれる皆さんが、その場所でしか味

わい得ない唯一無二なる魅力を育むためにも、誇りある自律のための道を

歩みはじめています。 

それは尊い営みです。何故ならば、今を生きる私たちは、未来に暮らす

であろう、未だ見ぬ人々のためにこそ、数字には換算できない真の豊かさ

を、育んでいかなければならないからです。 

残念ながら、今の日本においては、福祉行政の名の下に行われている事

業でさえも、ハード重視の箱物主義から逃れられていないのが実情です。

福祉先進国であるスウェーデンのすべての車道や歩道に段差がないかとい

えば、そんなことはありません。むしろ、その点だけを捉えれば、日本の

方がはるかに先進国であったりします。 

でも、大切なことは、障害のある方が、出たいときに出かけていけるサ

ポート体制の充実や、街でもそれをさりげなく手伝う見知らぬ人がいたり

する、ソフト面の充実なのです。私が知事就任直後に、信州･宮田村で聴導

犬の育成をされている、日本聴導犬協会の皆さまの熱意溢れる取り組みに

感銘を受け、全国に先駆けて聴導犬の給付事業を始めたのもその一環です。 

今後とも、真の意味でゆたかな、脱・物質主義の社会を実現するために、

従来の中央集権的な政策から、その地域を創っていく人間的な絆である「コ

モンズ」に軸足を置いた政策の流れへと転換し、これまでややもすれば軽

んじられ、損なわれてきた地域の「大切なもの」を自分たちの手に取り戻

し、守り育んでいくために、奮励努力して参ります。そして、悲しみや憤

りを喜びに変える社会を作って行きたいと思います。 

今回の会議も又、人が人を支え、人が人に支えられることの悦びを、改

めて実感し合う場となりますように。 
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Welcome to Shinshu 

 

 

Yasuo Tanaka - Nagano Prefecture Governor 
 

On behalf of the people of Nagano prefecture, I would like to warmly welcome 

everyone to Shinshu, here on the backbone of Japan, with its abundance of 

fresh flowing water. As well as people from all over Japan, I'd also like to 

welcome participants from around the world to the International Conference 

of Assistance Dog Partners in Universal City Matsumoto. 

 

I believe that Shinshu is a place of friendly, warm communities with unique 

charm, where progressive people work for a better future as, with great pride, 

they take their first steps along the road to independence.  This is a 

wonderful thing, because those of us living today must nurture for those in 

the future a quality of life that is rich, not simply as measured by numbers, 

but rich in a true sense. 

 

Unfortunately, until now, welfare policy in Japan has mostly been concerned 

with the hardware. Pork-barrel politicians have been more interested in 

awarding building contracts for white elephants, rather than in listening to 

the needs of people. Sweden is widely respected for its advanced welfare state, 

but it did not get this reputation by making its roads and pavements all 

barrier-free. In terms of access to its public buildings, Japan is a developed 

country; however, what is really important is whether disabled people are 

free to go out of their homes when they want to. To be able to do this, disabled 

people need support, and the confidence that if they need help when they are 

about town, friendly strangers will be there to help them. It is not the 

hardware, but the software that we need to develop to make Japan into an 

advanced welfare state.   

 

Soon after I became governor, I was greatly impressed by the overflowing 

enthusiasm of everyone at Japan Hearing Dogs for Deaf People, who train 

hearing dogs in Miyata village in Shinshu. I am proud to say that Nagano 

was one of the first prefectures in Japan to begin funding such work. 

 

To reach a truly high quality of life in a society that has risen above 

materialism, we must go beyond the grand schemes of centralized 

government policy and concentrate on the bonds between people. We have 

been neglecting the important things in life, and now we must do our best to 

protect and nurture the human side of welfare for a bright future. Then the 

anger will turn to happiness and the frustration will turn to satisfaction. 

 

I hope that at this conference we will once again get a real feeling of the joy of 

people helping one another, and of people being helped by one another. 
 

 

 

 



 

6 

 
 

「国際補助犬パートナーズ会議 in ユニバーサルシティ松本」の 

開催に寄せて 
 

 

 

 

松本市長 菅谷 昭 

 

 

 

 
 「国際補助犬パートナーズ会議 in ユニバーサルシティ松本」の開催おめ

でとうございます。 

 日本ではじめて開催されるこの会議の成功に向け、準備をすすめてこら

れた日本聴導犬協会をはじめとする実行委員会の皆様に心から敬意を表す

るとともに、この会議が海外の方もお招きして松本市で開催されることを

たいへんうれしく思います。 

 さて、現在の障害者福祉は「ノーマライゼーション社会、共生社会の実

現」が大きな目標となっており、これまでの行政主体の措置制度から、障

害のある方の主体性を大切にした福祉サービスの契約制度「支援費制度」

が始まるなど、理念の現実化に向け構造的な改革が進められています。 

 また、昨年 10 月には、身体障害者補助犬法が完全施行され、公共施設、

公共交通機関はもとより、個人店舗からデパート、宿泊施設、映画館やレ

ジャー施設など、すべての民間施設でも補助犬の受け入れが義務づけられ

ました。 

 そんな中、松本市では、「松本市障害者福祉長期行動計画」を見直し、す

べての市民の皆さんが地域の中で安心して生活できる「ともに生きる」福

祉のまちづくりをめざして、皆さんのご意見、提言をいただきながら、バ

リアフリー化など施策を展開しています。 

 現在、補助犬として松本市内には１０頭の盲導犬が活躍しており、これ

は県内の市町村の中では一番多い数で、その分、市民のみなさんの盲導犬

に接する機会も多く、補助犬に対する理解もある程度進んでいるものと思

います。 

 この会議の開催をきっかけとして、今後、盲導犬のみならず、聴導犬や

介助犬の活躍の場が広がるとともに、身体障害者補助犬に対する理解がさ

らに深まり、障害者が安心してくらせるまちづくりにつながっていくこと

を期待するものです。 

 終わりに、「国際補助犬パートナーズ会議 in ユニバーサルシティ松本」

の成功と、関係団体のますますのご発展と皆様のご健勝を祈念申し上げて、

あいさつといたします。 
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International Conference of   

Assistance Dog Partners  

in Universal City Matsumoto 

 

 

Akira Sugenoya - Mayor of Matsumoto City. 

 

 

 

Congratulations on this, the opening of the first International Conference of 

Assistance Dog Partners to be held in Japan.  

 

I'd like to thank the committee members of the International Conference of 

Assistance Dog Partners and Japan Hearing Dogs for Deaf People for their 

hard work in making this possible, and welcome all the people who have come 

from around the world to participate. I am honored that this conference is 

being held here in Matsumoto, and I wish it every success. 

 

Today, welfare policy has begun to focus on normalization and making a 

society that cares for all. Instead of concentrating on facilities, structural 

reforms are being made to establish a system that supports people with 

disabilities, so that they can function fully and independently within society. 

Last October, as part of these reforms, legislation came into effect so that 

assistance dogs cannot be refused entry to public transportation, hotels, 

theatres, leisure centers, private shops or department stores, or any other 

facilities open to the public. 

 

Here in Matsumoto, the city's long-term action plan for the welfare of 

disabled people has recently been reviewed so that all our citizens can live 

together in safety and comfort, in a city which listens to the ideas and 

suggestions of its people, and takes measures to build a real universal society. 

 

This conference is a great opportunity for us to reach a deeper understanding 

of the issues, not only of guide dogs, but also hearing dogs and service dogs, as 

we look forward to their roles broadening and reaching their full potential in 

making a society open to all. 

 

Finally, I pray for the success of the International Conference of Assistance 

Dog Partners in Universal City Matsumoto and all the groups and 

organizations involved, and offer my best wishes for your continued good 

health and happiness. 
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御挨拶と連帯のことば 

― 「われら自身の声（Voice of our own）」を！ ― 
 

 

 

DPI 日本会議 前議長／常任委員 山田昭義 

 

 
 

 

■ はじめに 
 

来賓の皆様、会場の皆様、こんにちは。御紹介授かりました DPI（障害者インターナショナル）日本

会議の山田です。このようなご盛会になりましたことを心よりお祝い申し上げ、この会議にお招きいた

だき大変光栄に思います。また、この美しい文化都市松本に来ることができましたこと、大変うれしく

思います。 

さて、私は、先ほども申し上げたとおり、DPI（障害者インターナショナル）日本会議という団体の常

任委員つまり理事をしておりますが、今年の6月までの7年間、議長をしておりました。この国際会議

を主催されている実行委員会の構成団体の中で、懇意にさせていただいている有馬もとさんが中心

メンバーのお一人として活動している「全日本補助犬パートナーの会＆全日本補助犬育成の会と」

がDPI の正会員の団体ということで、ともに活動してきました。ここでDPI 日本会議やその親団体とな

る DPI の紹介をさせていただきたいと思います。DPI を紹介させていただくことで、この会議に対する

期待や意義が一層はっきりするのではないかと思うからです。 

 

■ DPI―障害当事者の結集軸 
 

 DPIは1981年の「国際障害者年」に結成されました。それまで障害者は、ともすれば医療の専門家

などから治療や矯正の対象として見られがちで、社会からも普通の市民の扱いをうけませんでした。

そうした状況に対して、身体･精神･知的という全ての障害種別の枠をこえた草の根障害者の結集軸

をつくろう、障害者のことは自らが声をあげて障害者自身が自己決定しよう、障害者が哀れみの対象

ではなく権利の主体であることを社会に訴えよう、「われら自身の声」をあげよう、ということで、障害当

事者がシンガポールに集まってできたのがDPI＝障害者インターナショナルです。この時には、60カ

国以上から参加しましたが、日本からは後に郵政大臣をつとめられた八代英太さんをはじめ、スウェ

ーデンの社会大臣や「国連障害者の機会均等化に関する基準規則」の特別報告者をつとめたベン

クト・リンクビスト氏など、世界中の障害者運動のリーダーが集まり、大変な熱気に包まれました。 

 現在、DPI の国内組織のある国の数は 120 カ国以上になります。本部はカナダにおかれ、議長は

フィリピンの元ジャーナリストであるビーナス・イラガンという女性です。そして、アジア太平洋、アフリ

カ、ヨーロッパ、北米カリブ、ラテンアメリカの世界 5 つのブロックに分かれて活動しています。国連の

経済社会理事会や国際労働機関（WHO）などの諮問資格を得て、主要な国際機関で活動すると同

時に、各国の DPI の間で様々な交流を行なっています。特にアジア太平洋ブロックでは、とても盛ん

に交流･活動をしています。 

 世界の DPI の最近の活動で特に言及すべきことといえば「障害者の権利条約」策定の活動が挙げ

られます。今、国連に特別委員会が設けられ、条約を作る様々な交渉や会議が年に 2･3 回もたれて

いますが、DPI では他の主要な国際障害者団体とともに、委員会でのロビー活動を行う一方で、交 
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